
「薬学生の集い」の第10回年会が、

「Design our future～あなたは、10年

後何をしていますか？」をメインテー

マに、昨年12月６、７の両日、東京渋

谷区の国立オリンピック記念青少年総

合センターで開かれ、全国から100人

近い学生が参集した。年会では総会や

ワークショップのほか、体験型企画を

実施。現場で活躍する人を講師に招き、

服薬指導や漢方、化粧品製造技術、セ

ラピーメーキャップなど多方面の技術

に触れ、学生たちは自分の10年後の未

来像に思いを馳せた。

「薬学生の集い」は、共に学び、共に行動

することをスローガンに、日本で唯一の全国

的薬学生組織として1998年に創立された。活

動内容は▽自分たちが出ていく社会の未来創

造▽薬学を生かした社会貢献▽薬学生の医療

人としての意識と能力の向上▽より良い医療

人としての意識と能力の向上▽より良い医療

人を目指す▽視野の拡大、興味ある分野の開

拓▽情報交換と交流の場――など、多岐にわ

たる。

“集い”では毎年、テーマを決めて年会を

開き、１年間の活動を振り返ると共に、来年

以降のあり方を模索している。10回目を迎え

た今回の年会は、「あなたは、10年後何をし

ていますか？」をメインテーマに、薬学の10

年後、さらには10年後の自分を思い描き、そ

こにたどり着くために今、何をすべきかを探

る試みが企画された。

具体的には▽プロジェクトツアー▽ワーク

ショップ▽企画：しゃべり場的座談会▽体験

型企画――が催された。

プロジェクトツアーは、集いの加盟団体や

国際薬学生連盟など海外団体、他学部の団体

の活動を紹介する場だ。意見交流を通じ、そ

れぞれの活動をより活発化させることが目

的。ワークショップは、加盟団体や他学部の

団体などが様々なテーマを基に、それぞれの

体験を語って知識や考

えを深めることが狙

い。

企画のしゃべり場的

座談会では、10人以下

の少人数グループで、

テーマに沿って座談会

を行った。大学教授や

薬局薬剤師、集いのＯ

Ｇ・ＯＢを招き、受け

身でない参加型座談会

としたのが特徴。

体験型企画は、漢方やメーキャップ最新技

術、服薬指導体験、セラピーメーキャップ、

ハーブ医学とアロママッサージなどを、実際

に体験できる企画内容だ。メーキャップ最新

技術では、資生堂リサーチセンターの協力を

得て、ファンデーションのＵＶ防御術やメイ

クを落ちやすくする方法など、身近な化粧品

に使われる技術や材料を学んだ。セラピーメ

ーキャップでは、自分の顔に赤あざ模様を作

り、それを隠すセラピーメーキャップを実習

した。

年会で行われた様々な企画は、学生同士の

交流を深めたほか、自分たちの将来を描く上

での、有意義な体験につながったようだ。学

生の自主的な活動の場として、“集い”の今

後の活動が期待される。
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化粧品の構造や材料について
のレクチャーと実験風景


